
株式会社い　しやサクラ

手術または患部の処置を行う際に、流出する血液および分泌物等を吸気圧力（陰圧）を利用して吸引除去し、
手術の容易と迅速化をはかるとともに、術後における治療効果に寄与する装置です。

▶ 櫻式　肺切低壓用　吸引装置 発売元：㈱いわしや松本器械店　カタログ発行：昭和30年（1955）

▶ 櫻式　小型持続吸引器 発売元：㈱いわしや松本器械店　カタログ発行：昭和30年（1955）

▶ 櫻式　防爆　強力吸引装置 発売元：㈱いわしや松本器械店　カタログ発行：昭和32年（1957）

▶ サクラ　強力吸引装置 発売元：㈱いわしや松本器械店　カタログ発行：昭和36年（1961）

▶ サクラ　強力吸引装置
発売元：サクラ精機㈱　カタログ発行：昭和37年（1962）　※社名変更によりサクラ精機㈱となりました。

本器は水銀柱100～ 400㎜まで任意の圧力で定圧持続吸引ができます。肺切以外にも使用できます。
櫻式　中圧（低圧兼用）吸引装置は、水銀柱100㎜まで任意調圧作動が可能です。特に胃、十二指腸の急性穿孔等の術後
吸引に最適です。
櫻式　強力吸引装置は、Ⅰ型とⅡ型があり、Ⅰ型は2個の調圧弁により水銀柱400㎜以下の吸引と、水銀柱120～ 200㎜
が同時に吸引でき、気管内麻酔時の吸引ができます。Ⅱ型は、足踏スイッチにより、700㎜の強力吸引もできます。

A型とB型があり、A型は水柱圧0～ 540㎜自動調圧で持続吸引ができ、肺切手術後の吸引に最適、最高540㎜までの吸
引が可能なため相当粘稠度の高い液にも使えます。B型は中圧用で、水柱圧540～ 1360㎜までの任意調圧の持続吸引が可
能のため、胃、十二指腸の急性穿孔等の術後吸引に最適です。
櫻式強力吸引装置は、Ⅰ型とⅡ型があり、Ⅰ型は2個の調圧弁を具え、異なる圧力による二種の吸引が同時にできます。
Ⅱ型は足踏スイッチにより最高の強力吸引ができます。
櫻式　電気手術器（メス）は、火花間隔装置で毎秒2メガサイクルの高周波電流を発生させ切開及び凝固を行い、術野に濃
密な窒素ガスを吹き付けるとともに足踏みスイッチも完全防爆様式です。

本装置は強力吸引器を手術室外の適当な位置に設置（隔室設置様式）し、真空タンクより各手術室（必要に応じ何室でも）
へ配管し吸引操作します。外部に設置するためガス爆発の心配はありません。
櫻式　小型低圧吸引器と櫻式　強力吸引装置の仕様は、前段の説明と同等です。

Ⅰ型とⅡ型があり、Ⅰ型は2個の調圧弁を具え、異なる圧力による二種の吸引が同時にできます。
Ⅱ型は足踏スイッチにより最高の強力吸引ができます。サクラ　小型低圧吸引器も掲載されています。

型式　SB-1型とSB-2型の2種。仕様は前段のⅠ型とⅡ型はほぼ同じです。
サクラ　小型低圧吸引器　型式はSL-1型。モデルチェンジし、メンテナンスを見直した製品です。

吸引装置（低圧・中圧・強力）製品名をクリックすると該当ページが表示されます
製品カタログ
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